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私達は笑顔を大切にします

肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念

●USA TAKADA MEDICAL ASSOCIATION HOSPITAL●

’11　夏越まつり風景
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はじめに
　当院における感染対策委員会は平成８年に設置されて以来、約15年の実績を積んできました。平成
24年４月からは、感染防止対策チーム（Infection Control Team：ICT）として、さらに積極的に活動
に取り組むようになりました。

●ＩＣＴとは
　ＩＣＴとは Infection Control Team（インフェクションコントロールチーム）の略称で、院内で起
こるさまざまな感染症から患者様や職員の安全を守るための活動を行う実務組織になります。

●ＩＣＴ構成メンバー
　ＩＣＴは院内感染対策委員会の下部組織になります。
　医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・感染対策病棟担当看護師　計11名

●ＩＣＴの活動内容
　・サーベイランス（監視・調査）を実施し、院内感染発生状況の把握
　・月１回以上病棟ラウンドを実施し改善指導を行う
　・抗菌薬使用状況の把握と適正使用の啓発
　・アウトブレイク（感染症の集団発生）の早期発見と対応
　・針刺し事故などの職業感染予防（ワクチン接種の推奨）
　・感染マニュアルの整備及び改訂
　・感染対策に関する年２回の院内研修会　
　・広報活動（ＩＣＴニュースの発行）
　・月１回の会議（第３水曜日15：00～）
　・年４回の院内感染対策に関するカンファレンスに参加

　今後も現在の活動内容の質を高めスタッフと連携をとり感染対策の充実に努めていく考えです。
臨床検査課主任　磯村　信一

☆感染対策の基本は
　手洗い及び手指消毒です。

院内感染対策組織図

院内感染対策委員会

感染防止対策チーム（ICT）

リンクナース

病院長

感染防止対策
加算１の施設

･カンファレンス参加４回/年
･相談

･情報提供
･助言・支援

･相談

･助言・指導

保健所
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栄 養 課 よ り

　私達の体の半分以上はお水です。体内の水分量は赤ちゃんが70％～80％もあるのに比べ、高齢者は約50％
で、ほんのちょっとしたことでも脱水を起こしやすい状態です。
　人の１日の最低水分必要量は30㎖/㎏（体重60㎏の人は1,800㏄）です。
　通常の食事からは約1,000㎖の水分がとれます。
　そこで１食の食事を抜くと約500㎖ちかくの水分不足を招きます。
　高齢者では、３食きちんと食べているかが重要なポイントとなります。
　さらに発熱による発汗・嘔吐・下痢などが起これば、体内の水分と塩分
などが失われ脱水を招きます。脱水を改善するためには、脱水の原因を取
り除くことはもちろんですが、失われた体内の水に近い飲料を補給するこ
とが望まれます。
　日頃からお茶などの飲料として1,200～1,400㎖程度をこまめにとる
ようにしましょう。

充分な水分・栄養摂取のために 栄養課 課長　佐藤　昌代

外科医師

蔵田　伸明

『予防が一番!! 

　少しでも意識がおかしくて、

　水を与えても自力で飲めない状況なら、

　救急車をよぶ！』
　

今
月
は
、
熱
中
症
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
近
年
の
地

球
温
暖
化
問
題
、
さ
ら
に
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
節
電
意
識
が
高

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
使
用
も

控
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
の
様
々

な
要
素
が
加
わ
っ
て
、
今
後
、
熱
中
症

の
方
が
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者

の
熱
中
症
が
増
加
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
熱
中

症
は
減
少
傾
向
、
仕
事
に
よ
る
熱
中
症

は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、

増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
の
熱
中
症
に

つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

高
齢
者
は
日
常
生
活
の
中
で
熱
中
症

に
な
る
事
が
多
く
、
中
等
症
〜
重
症
例

の
割
合
が
高
い
で
す
。
そ
の
他
、
自
宅

発
症
が
多
い
、
独
居
も
し
く
は
配
偶
者

と
の
二
人
暮
ら
し
、
空
調
が
な
い
な
ど

の
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
予
防
と
し
て
は

水
分
補
給
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
食
事

以
外
の
水
分
量
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
き
定
期
的
に
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
高
齢
者
の
熱
中
症
に
要
注
意
！

　

熱
中
症
は
予
防
が
重
要
な
の
で
、
予

防
法
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

１
．
十
分
な
休
息
と
頻
回
の
水
分
補
給

（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
で
よ
い
が
、
発

汗
が
著
し
い
場
合
は
塩
分
補
給
も

忘
れ
ず
に
！
）

２
．
暑
さ
に
体
を
馴
ら
し
て
お
く(

暑

さ
に
馴
れ
て
い
な
い
時
期
に
急
に

暑
く
な
っ
た
時
が
危
険
！)

３
．
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
無
理
を
し

な
い

■
予
防
が
重
要
!!

　

予
防
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
の
で
す
が
、
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合

の
応
急
処
置
と
し
て
「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」
と

い
う
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
（fluid

：
水
分
と
塩
分
の
補
給
）

　

水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
と
も
に

塩
分
を
と
ら
せ
る
。

　

簡
単
な
経
口
補
水
液
の
レ
シ
ピ
：
水

１
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
て
、
砂
糖
大
さ
じ 

４
、
塩
小
さ
じ
１
／
２

Ｉ
（ice

：
身
体
冷
却)

　

服
を
脱
が
せ
て
、
ス
プ
レ
ー
で
水
を

か
け
、
う
ち
わ
や
扇
風
機
で
風
を
送

る
。

Ｒ
（rest

：
安
静)

　

日
陰
や
冷
房
の
効
い
た
部
屋
な
ど
に

移
動
さ
せ
安
静
に
す
る
。

Ｅ
（em

ergency

：
緊
急
事
態
の
認
識
）

　

反
応
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
と
違

う
・
会
話
の
辻
褄
が
あ
わ
な
い
時
は
迷

わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。

　

治
療
は
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
!!　

以
上
で
す
。
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シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

●
概
要

　

超
音
波
内
視
鏡
検
査
と
は
心
臓
や
お
腹
の

検
査
で
お
な
じ
み
の
エ
コ
ー
装
置
を
内
視
鏡

先
端
に
取
り
付
け
、
消
化
管
内
部
か
ら
超
音

波
を
発
し
て
消
化
管
に
で
き
た
腫
瘍
の
内
部

や
隣
接
す
る
内
臓
に
で
き
た
病
気
を
観
察
す

る
検
査
法
で
す
。
お
腹
の
奥
に
は
腹
部
エ

コ
ー
で
は
胃
や
大
腸
の
ガ
ス
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
ど
う
し
て
も
見
え
な
い
部
位
が
存
在
し
ま

す
。
胃
や
十
二
指
腸
に
超
音
波
内
視
鏡
を
挿

入
し
、
壁
越
し
に
超
音
波
で
観
察
す
れ
ば
見

え
な
か
っ
た
部
分
が
観
察
で
き
ま
す
。
ま
た
、

胃
の
中
に
で
き
た
腫
瘍
を
超
音
波
内
視
鏡
で

観
察
す
る
こ
と
で
胃
壁
の
ど
の
深
さ
ま
で

入
っ
て
い
る
の
か
、
実
際
の
大
き
さ
は
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
な
ど
を
検
査
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
超
音
波
内
視
鏡
の
種
類

　

ス
コ
ー
プ
を
中
心
に
３
６
０
度
の
視
野
が

得
ら
れ
る
ラ
ジ
ア
ル
式
と
ラ
ジ
ア
ル
式
よ
り

　

ラ
ジ
ア
ル
式
に
は
内
視
鏡
そ
の
も
の
に
超

音
波
装
置
が
装
着
さ
れ
た
専
用
機
と
通
常
の

内
視
鏡
内
に
超
音
波
装
置
の
つ
い
た
棒
を
挿

入
し
て
用
い
る
細
径
プ
ロ
ー
ブ
式
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
が
こ
れ
ら
は
両
方
と
も
採
用
し
て

い
ま
す
。
専
用
機
は
胃
や
十
二
指
腸
の
外
の

観
察
（
肝
臓
・
胆
嚢
・
膵
臓
・
腹
腔
内
な
ど
）

に
適
し
、
細
径
プ
ロ
ー
ブ
は
胃
や
十
二
指
腸

の
壁
に
で
き
た
腫
瘍
そ
の
も
の
の
観
察
を
得

意
と
し
ま
す
。

消化器科医師

岡本　和久

超音波内視鏡
(EUS)について
　当院の超音波内視鏡が４月より一新されましたので
超音波内視鏡について改めてご説明いたします。

も
視
野
は
狭
い
も
の
の
穿
刺
針
を
挿
入
し
て

生
検
や
治
療
に
用
い
る
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
式
の

２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
ラ

ジ
ア
ル
式
の
超
音
波
内
視
鏡
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

専用スコープ

検査の様子

専用スコープ先端部

細径プローブ



NUKUMORI  No.285

シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

対
象
と
な
る
病
気
は
？

①	
体
外
式
エ
コ
ー
で
詳
し
く
見
る

こ
と
が
困
難
な
胆
嚢
・
膵
臓
の
腫

瘍
　

特
に
膵
臓
腫
瘍
の
う
ち
、
の

う
胞
（
液
体
成
分
を
ふ
く
ん
だ

袋
）
を
形
成
す
る
も
の
で
は
良
悪

性
の
判
断
に
有
用
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ｔ
に
う
つ
ら
な
い

大
き
さ
の
膵
臓
癌
が
超
音
波
内
視

鏡
で
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ

り
、
検
診
の
腹
部
エ
コ
ー
で
膵
管

の
拡
張
を
指
摘
さ
れ
た
方
は
積
極

的
に
行
う
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

胆
嚢
の
腫
瘍
も
腹
部
エ
コ
ー
よ

り
近
く
か
ら
観
察
で
き
る
た
め
良

悪
性
の
判
断
や
深
さ
の
診
断
に
有

用
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②	

胃
粘
膜
下
腫
瘍

　

粘
膜
下
腫
瘍
と
は
消
化
管
の
粘

膜
よ
り
下
の
層
に
発
生
す
る
腫
瘍

で
表
面
が
正
常
な
粘
膜
に
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
、
良
悪
性
の
判
断
や

大
き
さ
の
計
測
が
困
難
で
す
。
超

音
波
内
視
鏡
で
内
部
の
性
状
を
み

た
り
、
正
確
な
大
き
さ
を
測
る
こ

と
で
精
密
検
査
や
手
術
が
必
要
か

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③	

食
道
・
胃
・
大
腸
の
早
期
癌

　

早
期
癌
で
も
内
視
鏡
で
切
除
で
き
る

も
の
と
手
術
が
必
要
な
も
の
と
が
あ
り

ま
す
が
超
音
波
内
視
鏡
で
深
さ
を
見
る

こ
と
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
の
実
際
は
？

　

通
常
の
胃
カ
メ
ラ
と
同
じ
く
、
検
査

当
日
の
朝
食
を
抜
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

検
査
が
可
能
で
す
（
大
腸
腫
瘍
が
対
象

の
場
合
は
大
腸
カ
メ
ラ
と
同
じ
準
備
に

な
り
ま
す
）。
検
査
時
間
が
20
～
30
分

く
ら
い
と
通
常
の
内
視
鏡
よ
り
時
間
が

か
か
る
こ
と
や
、
通
常
の
内
視
鏡
よ
り

若
干
太
い
も
の
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、

点
滴
を
つ
な
い
で
鎮
静
剤
を
適
時
使
用

し
、
眠
っ
た
状
態
で
行
い
ま
す
。
検
査

後
は
鎮
静
剤
か
ら
覚
め
る
ま
で
２
時
間

程
度
外
来
の
ベ
ッ
ト
で
休
ん
で
い
た
だ

き
、
そ
の
後
検
査
結
果
の
説
明
を
聞
い

て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
併
症
は
？

　

観
察
目
的
の
Ｅ
Ｕ
Ｓ
に
よ
る
合
併
症

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
稀
に
穿
孔

（
消
化
管
に
穴
が
開
く
こ
と
）、
膵
炎
な

ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

　

以
上
超
音
波
内
視
鏡
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
機
器

を
用
い
て
皆
様
の
健
康
に
寄
与
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　〈
当
院
で
の
症
例
〉

ＱA

ＱAＱA

症
例
①

　

膵す
い

鈎こ
う

部
の
腫
瘍
（
癌
）
の
大
動
脈

へ
の
浸
潤
が
Ｃ
Ｔ
上
疑
わ
れ
る
た
め

超
音
波
内
視
鏡
を
施
行
。
腫
瘍
と
大

動
脈
の
境
界
が
保
た
れ
て
い
る
と
判

断
さ
れ
、
後
日
手
術
と
な
り
ま
し
た
。

症
例
②

　

Ｃ
Ｔ
に
て
胃
壁
外
に
腫
瘍
を
指
摘

さ
れ
た
方
。
内
部
の
エ
コ
ー
濃
度
が

均
一
で
平
滑
筋
腫
が
疑
わ
れ
、
サ
イ

ズ
も
２
㎝
以
内
で
あ
っ
た
た
め
経
過

観
察
と
な
り
ま
し
た
。

症
例
③

　

粘
膜
下
層
の
乱
れ
が
な
い
た
め
、

粘
膜
内
癌
と
診
断
。
内
視
鏡
に
て
切

除
し
ま
し
た
。

大動脈

胃粘膜下層
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当
外
来
は
総
勢
11
名
の
元
気
で
明
る
い
ス

タ
ッ
フ
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
、
外
来
診
療
の
補
助
、
内
視
鏡
検
査

や
治
療
の
介
助
、
化
学
療
法
、
急
患
対
応
な

ど
で
す
。

　

近
年
の
著
し
い
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、
新

た
な
治
療
法
や
医
療
機
器
の
導
入
、
シ
ス
テ

ム
の
変
更
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々
勉
強

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
内
視
鏡
に
つ
い
て
は
、

年
間
に
上
部
（
胃
カ
メ
ラ
）
１
２
０
０
件
、
下

部
（
大
腸
カ
メ
ラ
）
６
０
０
件
、
そ
の
他
（
胆

管
造
影
な
ど
）
２
０
０
件
前
後
の
検
査
及
び
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
19
年
に
電
子

カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
定
期

的
に
外
来
受
診
を
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
は
、

診
療
時
間
の
予
約
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
待

ち
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
診
療
科
に
よ
っ
て
は
予
約
時
間

通
り
に
診
療
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
初

診
の
患
者
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
も
長
時
間
お

待
た
せ
し
て
、
大
変
申
し
訳
な
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
診
療
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
、
外
来
ス
タ
ッ
フ
一
同
業
務
改
善
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
1
階
フ
ロ
ア
の
図
書

室
の
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
さ
れ
、

気
分
転
換
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
当
院
開
業
当
時
か
ら
の
病
院
理

念
で
あ
る
『
肌
の
ぬ
く
も
り
あ
る
医
療
』
を

念
頭
に
置
き
、
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
分
か
り

や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
行
き
ま
す
。
配
慮

が
不
足
し
て
い
る
点
や
、
何
か
お
気
づ
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
声
掛

け
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

外来看護課長

尾崎　和代 放 射 線 科

❻
外　　来

患者様満足度調査報告
「患者様の立場に立った医療サービスのために」業務・サービス改善委員会
　患者サービスの向上を図るため、平成24年5月14日～5月21日まで、外来患者様にご協力いただき、患者様満足
度調査を行いました。結果の一部をご報告いたします。調査結果をもとに、職員一同協力して、患者様のご要望に
添った改善に取り組んでまいりたいと思います。ご協力、誠にありがとうございました。

ほぼ満足 ふつう やや不満 不満満足

医師の言葉遣い、応対は
丁寧でしたか 63 25 12

62 24 14

58

42 31 26 1

55 26 19

57 26 17

49 30 21

21 20 1

医師はあなたの話をよく
聞きますか

医師に質問や相談は
しやすいですか

医師の診察時間は
どうですか

看護師の言葉遣い、
応対は丁寧でしたか

受付・会計での言葉遣い、
応対は丁寧でしたか

その他の職員の言葉遣い、
応対は丁寧でしたか

■ 職員の応対についてお聞きします

0 50 100
（％）

ほぼ満足 ふつう やや不満 不満満足

ほぼ満足 ふつう やや不満 不満満足

当院の予約制に
満足していますか

当院の全体の感想は
いかがでしたか

64

31 46 23

3

再来機の使い易さは
どうですか

全体的に待ち時間は
どうでしたか

■ 待ち時間の満足度について

■ 総合的に判断して

0 50 100
（％）

0 50 100
（％）

46

46

22 26 39 10

23 30

24 27

1 2

1
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①H24.6.1
②手術室看護師
③頑張ります。
④音楽鑑賞

中
なか

谷
たに

　美
み

菜
な

①Ｈ24.4.12
②医療連携室事務
③笑顔と向上心を忘れ
ず、何事にも一生懸
命頑張ります。
④旅行

竹
たけ

田
た

津
づ

裕
ひろ

子
こ

①Ｈ24.4.23
②事務
③毎日笑顔で頑張
ります。
④ショッピング

久
く

保
ぼ

　玲
れ

奈
な

①Ｈ24.4.23
②薬局事務
③一生懸命頑張り
ます。
④音楽鑑賞

田
た

川
がわ

　瑞
みず

穂
ほ

①Ｈ24.4.25
②事務
③頭をフル回転さ
せて､頑張ります。
④裁縫

上
うえ

村
むら

かおり

よろしくお願いいたします。　①入職日  ②所属  ③モットー（一言）  ④趣味

▼ご意見①

身障者の駐車場に健常者の方が停めていることが多くて困ります。
▼お答え①

ご不便をおかけしてしまい､申し訳ありませんでした｡この度､障害者優先駐車場の利用に
ついて､皆様にご理解をいただくため、看板を設置致しました。今後とも、スタッフ一同で、
気を配り、ご来院される皆様のご協力をいただけるよう呼びかけて行きたいと思います。

●日時
　平成24年8月25日(土）　19時～
　（雨天の場合は8月26日に順延）
●場所
　宇佐高田地域成人病検診センター前駐車場

ご意見ありがとうございました。

文責　院長　柏木　孝仁

＊ご意見は､要約して掲載させていただいております｡ 
　ご了承下さい。

ぜひ、
ご家族お揃いで、
ご来場ください。

宇佐高田医師会病院では、地域の中核病院として、地域医療に貢献し、医療水

準の向上に努めるとともに、心のこもった安心できる医療体制の構築、即ち「肌

のぬくもりある医療」の実践を基本理念としています。また患者様との信頼関

係を高めるため、患者様と医療者のパートナーシップの確立を重要な事柄と

し、患者さま参加型医療の確立に取り組んでいます。

・ご自身の状態や医療行為について十分理解できるまで説明を受けることができま

す。

・医療者から十分理解できるまで説明を受けた上で、自由意志に基づき医療行為を

選択または断ることができます。

・主治医より受けた診断、治療方針について他の専門家に意見を求めたい場合は、

セカンドオピニオン制度を利用することができます。

・ご自身の診療に関する記録などの情報に関して、開示を求めることができます。

・個人情報やプライバシーは保護されています。

・病院に対し種々の提言をすることができ、医療や看護行為について相談すること

ができます。

・ご自身の健康状態や変化は、速やかにそして正確に医療者にお伝えください。

・検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の上で受けてください。書類に

署名をしていただくことがあります。

・納得できないことや、理解しづらいことは遠慮せずにご質問ください。

・メモは遠慮なく取ってください。

・安全確保のためいろいろな場面で患者様ご本人の確認をさせていただくことがあ

ります。

・薬剤の確認など、自らの医療に積極的に参加してください。

・病院の快適な医療環境の維持にご協力ください。

患者様と医療者のパートナーシップ方針

患者様の権利

患者様へのお願い

宇佐高田医師会病院　病院長
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

米持　英俊（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

井上　邦光　　　消化器　肝臓病　内科一般

岡本　和久　　　消化器　肝臓病　内科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●ご案内図

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

山方　伸茂　　　消化器外科　外科一般

蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般

萱島　　理　　　消化器外科　外科一般

三重野　斉　　　呼吸器科一般

井上　聡一（非常勤）呼吸器科一般　第１・第３水曜

大津　達也（非常勤）呼吸器科一般　第２水曜

吉松　哲之（非常勤）呼吸器科一般　第４水曜

杉崎　勝教（非常勤）呼吸器科一般　第５水曜

大森　　薫（非常勤）肝臓内科一般

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

やま がた のぶ しげ

くら た のぶ あき

かや しま ただし

おお もり かおる

み え の つよし

そういの うえ いち

たつおお つ や

てつよし まつ ゆき

かつすぎ さき のり

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

よね もち ひで とし

いの うえ

おか もと かず ひさ

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

肝臓内科血液内科

外来担当医師一覧表

2012年８月１日発行ぬくもり　No.28

〒872-0102 大分県宇佐市大字南宇佐635
TEL 0978-37-2300㈹ FAX 0978-37-2307

ホームページ　http://www.utihp.jp/

これまでの広報誌「ぬくもり」もホームページで閲覧できます。

宇佐高田医師会病院

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／ 午後１：00～４：00（肝臓内科・腎臓内科）
 午後２：00～５：00（血液内科）

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

平成24年8月１日現在

くに

たしょう

みつ

さい とう ろう

●地域医療支援病院
●（財）日本医療機能評価機構認定（Ver.5.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●日本がん治療認定医機構認定研修施設
●日本呼吸器内視鏡学会専門医制度関連認定施設
●日本消化器病学会専門医研修関連施設
●肝疾患診療協力医療機関
●マンモグラフィー画像認定施設
●NST稼働施設認定病院

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

内 視 鏡

呼 吸 器

循 環 器

肝 臓 内 科
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　夏といえば、お祭りですね。今回の表紙は、昨年の宇佐夏
越祭りの写真です。
　神輿発祥の宇佐を代表するお祭りの一つで、国宝の一の
御殿・二の御殿・三の御殿への神輿巡行や、宇佐神宮若宮を
はじめ市内各地の神輿によるパレード、時代行列などがあり
ます。賑やかな中にも、代々受け継がれてきた歴史と風情を
感じ取ることが出来ます。
　皆さんも一度、宇佐のお祭りに出かけてみませんか？
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